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[ 地下の生活空間 ]
調整池の整備によって住宅地の地下に
生まれた「新しい町」。ポーラスに構成
された上部の住宅の隙間から光が降り
注ぐ。「商店の延長」「遊び場」「仕事場」
など生活空間として日常時は広く利用
されるパブリックペースとして機能す
る。調整池のサイズは非常時の避難動
線の距離を考慮した規模で区画が分け
られているため、日常的に形成された
コミュニティーが避難単位としても機
能する。これにより「防災」「生活空間」
「コミュニティー単位」が一体となった
まちづくりが可能になる。

[ 既往事例 ]

■1885年
1010年遷都以来の城周辺の堀が街の
中を巡る

■1898年
フランスの占領後、城の周りの堀が埋
め立てられる

■1936年
フランスによる開発が進み水域が減少
していく

■2005年
都市化による宅地化のための埋め立て

[ ハノイの水域変遷 ]

[洪水対策とまちづくり]
現状ハノイ市では雨が集中すると、
容易に洪水が起こってしまうような
土地の状態が出来上がってしまって
いる。
雨水に対する排水能力を向上させる
ため、過去に存在した湖や池の代わ
りとして調整池をまちに配置する。

[ 敷地周辺の状況 ]
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[ 段階的な区間整理と土木インフラの構築 ] [ ハノイ市街地の現状の課題 ]
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[ 都市化と町並み保存 ]
街区割りや軒高などの高さ制限を設け、伝統的な建築の形式を保存しつつ
人口の高密度化に対応する。短冊状だった敷地は奥で繋がり、二面接道と
なる事で、火災などの災害時の避難動線を確保している。

■既存の容易に洪水が起こる町 ■日常時は調整池の地下空間
が生活の場として拡張される

■非常時は調整池の機能に
よって町を洪水から守る

■集中豪雨などによる洪水を防ぐ
ために、河川の流下能力を超過す
る可能性のある水を一時的にため
る池。氾濫常習地や雨水浸透能力
が低い場合に設置される。

■駐車場として利用されている例
利用はされているが人の気配はあ
まりなく、積極的に町に貢献して
いるとは言いがたい。生活に落と
し込むアイデアが求められる。

■大規模な例
ヒューマンスケールを逸脱してい
るため、人のアクティビティと結
びつかない。まちづくりに合わせ
たスケールの検討が必要である。

■住宅地など高度に開発された地
域では自由に使える数少ない土地
で普段は水を貯めない事から、公
園や駐車場などに用いられる事も
ある。
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[ ボリューム ]
ポーラスに立ち上がったボ
リュームは風通しがよく通
りから奥に行くに従って高
さが上がるようになってい
るため町並みはそのままで
高密度かに対応している。

[Phase1　既存 ]
現状の対象敷地、短冊上の細長い
敷地に対して高密度に住宅が林立
している。風通しが悪く増改築に
よって景観が崩れている。

[ 境界壁 ]
短冊上の細長い敷地形状
を踏襲し区画整理に合わ
せて境界壁を整備する。
防火の区画としても機能
し街の安全性を高める。

[ 調整池 ]
日常時は生活空間の延長と
して機能する調整池、地下
空間が生まれる事で奥行き
の深い敷地でも空気の流れ
が生まれ、生活環境の向上
につながるヒューマンス
ケールに則した土木構築物

[Phase2　調整池 ]
対象敷地を防火区画 3000 ㎡を目安
にいくつかの区画に分けて調整池
を段階的に整備していく。中心部
分は広場空間として整備する。

[Phase3 区画整理 , スケルトン整備 ]
既存の宅地割りを踏襲し区画整理を
行う。街のスケール感を保存するス
ケルトンとして敷地境界には共有壁
を配置する。

ハノイ市は世界トップクラスの人口過密都市である。ベトナムは近年の
経済成長を受けて人口集中がさらに進む事が予想される。しかし急激な
都市化に伴い市街地では「景観悪化」「洪水」「高密度化」などの問題が
発生している。
1010 年の遷都以来 1000 年以上の歴史を持つハノイに対してこれらの問
題を包括的に解決する事を目的とする。

[Phase4　インフィルの挿入 ]
景観維持のために勾配屋根などのデ
ザインコードを設定する。風通しを
良くするため全体をポーラス状に構
成する。
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[ 景観 ]
ハノイ 36 街区には遷都以降の伝統的な形式
の建築物が多く残っているが都市化が進む
につれて、無秩序な開発が行われ過去の町
並みは失われつつある。都市化と町並み保
存を両立する開発モデルが求められている。

[ 洪水 ]
ハノイ市では、近年大規模な洪水が頻繁に
発生している。高温多湿で雨の多いアジア
の気候風土を無視して都市化が続いた結果、
水域の埋め立てが進み街の雨水に対する排
水能力が低下している。

[ 高密度居住 ]
戦後の政策により農村人口が大量に流入し
てきたハノイの市街地では、高密度化に伴
う増改築が進み、スラム状態になりつつあ
る。風通しの悪さや防火上の危険度など住
環境の悪化が進んでいる。

通りの風景
「軒高の制限」「セットバック」などにより高密度でありながら既存の状態を踏襲した町並みが出来る


